
 平成２４年度 男女共同参画推進事業実施チェックリストの結果  

 

 

「花巻市男女共同参画基本計画」に基づいた１２７事業のうち４８事業（再掲事業を除く）

について、各担当課（機関）が「男女共同参画推進事業実施チェックリスト」により、事業

の実施前及び実施後に自己評価を行った結果は次のとおりです。 

なお、各担当課（機関）において自己評価を行った結果を、前回調査までは、配慮したと

回答した数を対象事業の数で除し割合を算出していたが、対象事業によってはチェック項目

がまったく当てはまらないもの多くあったことから、今回から算出方法を精査しました。 

 

１ 自己評価結果（事業実施前後） 

 
 

№ チ ェ ッ ク 項 目 
事業数（割合） 

①事業実施前 ②事業実施後 

０ 
実施事業への参加対象者を男女別に固定していな

い。 

４６事業 

（１００％） 
－ 

１ 市民への事業実施周知をより効果的な方法で行う。 
４５事業 

（１００％） 

４５事業 

（１００％） 

２ 市民への事業実施周知期間が確保されている。 
４４事業 

（１００％） 

４４事業 

（１００％） 

３ 
事業を実施する場所が、市民の交通の利便性に配慮

されている場所である。 

３４事業 

（１００％） 

３３事業 

（１００％） 

４ 

事業を実施する場所もしくは近い場所に、事業への

参加予定人数に見合う自家用車の駐車場を確保で

きる。 

３４事業 

（１００％） 

３３事業 

（１００％） 

５ 

事業を実施する場所が、妊産婦や子ども連れの市

民、高齢者及び障がい者にとって集まりやすい安全

な場所である。（付近の道路に大きな段差はないか。

歩行しにくい危険な箇所はないか。） 

３５事業 

（１００％） 

３５事業 

（１００％） 

６ 
事業を実施するにあたり、子どもの預かり（保育等）

等参加者へのサポートの配慮を行う。 

１０事業 

（１００％） 

１０事業 

（１００％） 

７ 
事業を実施する日時は、参加対象者が参加または利

用しやすい日時である。 

４２事業 

（１００％） 

４２事業 

（１００％） 

８ 
事業を実施するにあたり、市民からの意見の聴取

（アンケート、意見交換会等）を行う。 

３０事業 

（７１．４％） 

２９事業 

（６９．０％） 

９ 
事業を実施後に、実施した事業に対する市民からの

意見の聴取（アンケート、意見交換会等）を行った。 
－ 

２９事業 

（６９．０％） 

10 事業に参加した男女別の人数を把握した。 － 
２０事業 

（７６．９％） 

 



２ 自己評価結果（総括） 
 

チ ェ ッ ク 項 目 事業数（割合） 

事業が男女共同参画の視点に立って配慮されていた。 ４２事業（９５．５％） 

 

３ チェックリストの結果について 
 

(1) 事業への参加対象者について 

自己評価を行った４８事業のうち、４６事業が参加対象者を男女別に固定していない

と回答。なお、２事業については、花巻地方生活研究グループ連絡協議会活動支援と女

性学級開催の２事業であり、女性団体への活動支援するものと事業の趣旨から男性の参

加を想定しないものであった。 

 

(2) 事業の周知方法、周知期間、実施場所及び実施日時について 

事業の周知方法については、４５事業で効果的な方法で市民へ周知し、４４事業で周

知期間が確保されていると回答。 

また、実施場所の交通の利便性や駐車場の確保、安全な実施場所については、交通の

利便性と駐車場の確保がともに３３事業、安全な実施場所が、３５事業であり、広報紙

への記事掲載や補助金の交付など、特定の場所で実施する事業ではなかったものを除く

と配慮した割合は１００％であった。実施日時についても４２事業であり、事業の性格

に応じ、十分に配慮されていた。 

 

(3) 子どもの預かり（保育等）サポートの配慮について 

保育等のサポートを実施すると回答したものは１０事業であった。事業別では、保育

園・幼稚園合同研修会や男女共同参画の講座などで保育を実施し、食育の推進や育児学

級など親子で参加できる事業や、くらしの相談のように子ども連れの相談者にも対応し

ていると回答した事業があった。 

特にサポートが必要な事業ではないと回答したものは、広報の記事掲載や補助金の交

付などのほか、生涯学習講座や高齢者学級など参加者の年齢層によると考えられる事業

が３７事業あり、これらの事業を除くと配慮した割合は１００％であった。 

 

(4) 市民からの意見の聴取（アンケート、意見交換会等）について 

事業の実施にあたり、事前に市民から意見の聴取（アンケート、意見交換会等）を行

った事業、また、事業の実施後に市民から意見聴取を行った事業は、ともに２９事業で

あった。 

 

(5) 事業参加人数の男女別把握について 

事業を実施した際に、男女別の参加等人数を把握した事業は、２０事業であった。市

ホームページへの情報掲載や広報紙への記事掲載など、把握が困難と回答したものが２

２事業あった。 

 

 



４ 総 括 
 

各担当課（機関）による自己評価の総括として、事業が男女共同参画の視点に立って

配慮されていたと回答したものは、４８事業のうち４２事業（９５．５％）であった。

残りの６事業のうち４事業は、事業内容上、配慮の必要または余地がなく回答しかねる

というものであり、残りの２事業のうち、就学養育課で実施した保育所における食育の

推進事業については、児童の食生活に関する指導の対象者が母親に偏ってしまうことか

ら、父親もともに取り組める雰囲気をどう創出するかといった課題があること、また湯

本振興センターで実施した高齢者学級については、事業実施前のアンケート等を実施し

なかったことを理由に、配慮の不十分な部分があり改善の余地があると回答した。 

算出方法を精査した結果、多くの項目で配慮されている割合が、１００％となってお

り、事業実施にあたり男女共同参画意識の浸透が進んでいるといえる。 

しかし、本調査のチェック項目は、すべての事業に対して無理なく適合するものとな

ってはおらず、回答が困難となる事業もみられた。 

 

 

５ 年度比較による平成２１年度からの平成２４年度までの点検の総括 

 

(1) 年度比較の結果について 

平成２１～２３年度までの各担当課（機関）において自己評価を行った結果について

も、前回調査までは、配慮したと回答した数を対象事業の数で除し割合を算出していた

が、対象事業によってはチェック項目がまったく当てはまらないもの多くあったことか

ら、平成２４年度と同様に算出方法を精査したところ、平成２３年度と平成２４年度で

は多くの項目でその割合が１００％となっている。 

 

※同一事業について継続的にチェック 

 № チ ェ ッ ク 項 目 
割合（単位：％） 

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

①
事
業
実
施
前 

０ 
実施事業への参加対象者を男女別に固定

していない。 

48/50 

事業 

48/50 

事業 

45/47 

事業 

46/48 

事業 

１ 
市民への事業実施周知をより効果的な方

法で行う。 
９８．０ ９７．９ １００ １００ 

２ 
市民への事業実施周知期間が確保されて

いる。 
９３．９ １００ １００ １００ 

３ 
事業を実施する場所が、市民の交通の利便

性に配慮されている場所である。 
１００ １００ １００ １００ 

４ 

事業を実施する場所もしくは近い場所に、

事業への参加予定人数に見合う自家用車

の駐車場を確保できる。 

１００ １００ １００ １００ 

５ 

事業を実施する場所が、妊産婦や子ども連

れの市民、高齢者及び障がい者にとって集

まりやすい安全な場所である。 

９５．０ １００ １００ １００ 



６ 

事業を実施するにあたり、子どもの預かり

（保育等）等参加者へのサポートの配慮を

行う。 

５２．９ ５８．８ １００ １００ 

７ 
事業を実施する日時は、参加対象者が参加

または利用しやすい日時である。 
１００ １００ １００ １００ 

８ 

事業を実施するにあたり、市民からの意見

の聴取（アンケート、意見交換会等）を行

う。 

３９．６ ５３．３ ６０．０ ６９．８ 

②
事
業
実
施
後 

１ 
市民への事業実施周知をより効果的な方

法で行った。 
９８．０ ９５．８ １００ １００ 

２ 市民への事業実施周知期間は確保された。 ９５．８ ９７．９ １００ １００ 

３ 
事業を実施する場所が、市民の交通の利便

性に配慮されている場所であった。 
１００ ９７．６ １００ １００ 

４ 

事業を実施する場所もしくは近い場所に、

事業への参加予定人数に見合う自家用車

の駐車場を確保できた。 

１００ ９５．０ １００ １００ 

５ 

事業を実施する場所が、妊産婦や子ども連

れの市民、高齢者及び障がい者にとって集

まりやすい安全な場所であった。 

９５．０ ９７．４ １００ １００ 

６ 

事業を実施するにあたり、子どもの預かり

（保育等）等参加者へのサポートの配慮を

行った。 

５０．０ ５２．６ １００ １００ 

７ 
事業を実施する日時は、参加対象者が参加

または利用しやすい日時であった。 
９７．７ １００ １００ １００ 

８ 

事業を実施するにあたり、市民からの意見

の聴取（アンケート、意見交換会等）を行

った。 

４０．８ ５１．１ ６１．９ ６９．０ 

９ 

事業を実施後に、実施した事業に対する市

民からの意見の聴取（アンケート、意見交

換会等）を行った。 

５８．３ ５８．７ ６８．３ ６９．０ 

10 事業に参加した男女別の人数を把握した。 ６４．９ ６８．６ ８４．６ ７ ６ ． ９ 

総括 
事業が男女共同参画の視点に立って配慮

されていた。 
９４．４ ９８.１ ９５．７ ９５．６ 

 

 



 (2) 事業点検の効果 

事業実施前後の市民からの意見聴取等の実施や、事業に参加した男女別の人数の把握

などの数値の増加は事業点検の効果と考えられる。ただし、事業によっては必ずしも意

見聴取や男女別の人数の把握が必要のないとの判断から実施していない事業もあること

から、他の項目と比べ、低い割合になると考えられる。 

また、最も事業点検実施の効果が顕著なものとして、子どもの預かり（保育等）のサ

ポートが挙げられる。子育て中の参加者が見込まれるような事業では、参加しやすいよ

うに保育等のサポートを行うことが望ましいとの考えが庁内において浸透したと捉える

ことができる。なお、サポートの実施にあたっては、保育費用の予算がない課（機関）

のことを考慮し、男女共同参画担当課において保育費用を負担するような体制を確立し

ているほか、庁内にも周知を図っている。 

 

 

 (3) 今後の事業点検について 

庁内において、毎年度、男女共同参画推進幹事を指名し、推進幹事を中心に各課にお

いて事業担当者が事業点検を実施したことにより、男女共同参画意識の浸透が進んだ結

果と捉えることができ、職員への啓発において事業点検が果たした役割は非常に大きい

と考えられる。 

なお、事業点検の結果、平成２３年度、平成２４年度は多くの項目で配慮されている

割合が１００％と概ね目的が達成されたと考えられること、また、事業によってはほと

んどチェックのつかない事業もあることから、評価方法の検討を行う必要がある。 

 


